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図１-７ 三内丸山遺跡の発掘調査履歴
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1998（平成10）年度には「青森県総合運動公園遺跡ゾーン基本計画報告書」により、保存・活用を

主目的とした地区分けが実施され、北地区は復元・公開エリア、南地区は体験・活用エリア、近野地

区は保全エリアとされた。ただし、南の谷の南側となる南地区の北端にある竪穴建物跡群については

復元・公開エリアとされ、南の谷を挟んだ北地区に含めた地区分けが行われた。

本報告書の作成にあたっては、これまでの発掘調査とその成果の総括であることから、保存・活用

を主目的とした「青森県総合運動公園遺跡ゾーン基本計画報告書」の区分けによらず、これまでの調

査成果報告と同様に、南の谷、近野の谷といった低位段丘を開析する枝谷を主な地区分けの基準とし

た上で、旧都市計画街路建設事業(３・４・15号里見丸山線)の東西に延びる計画線を援用し、旧野球

場建設予定地部分を中心とした北側段丘周辺を北地区、旧サッカー場建設予定地部分を中心とした南

側段丘周辺及び南側段丘北端にある竪穴建物跡群を南地区、近野の谷の南側の段丘を近野地区とした

（図１-６）。

第２項 開発対応調査の調査地点と成果一覧
1992～1994（平成４～６）年度にかけて行われた青森県総合運動公園建設事業、旧都市計画街路建

設事業等に伴う発掘調査、また2000～2003（平成12～15）年度（2006（平成18）年度の試掘調査を含

む）にかけて実施された青森県立美術館と県道建設事業等に伴う発掘調査においては、北地区の旧野

球場建設予定地と近野地区の南側を主として遺構・遺物が調査され、青森県教育委員会と青森市教育

委員会から33冊の発掘調査報告書が調査成果として刊行されている。また、それ以前に刊行された調

査記録や報告書も併せ、以下に現在までの開発事業に関わる発掘調査とその成果の概要について、図

１-７と一覧表で示す。

第３項 保存目的調査の調査地点と成果一覧
1995（平成７）年度以降の保存目的の調査は、2016（平成28）年度まで、調査次数では第１次調査

から第40次調査まで北地区と南地区の広い範囲について継続して実施しており、21冊の発掘調査報告

書が調査成果として刊行されている。以下、各調査地区、調査次と成果の概要について、図１-７と一

覧表で提示する。 （永嶋）
別表 三内丸山遺跡の記録と調査の履歴（主として青森県教育委員会の大規模調査開始（1976（昭和51）年以前）

調査地区 調査年 調査主体 概要 報告書 報告年

北地区 － 佐藤蔀 「東津輕郡三内村字ヲヲイシナカ子」「字丸山」の記載 ｢陸奥國津輕郡花巻村ヨリ出デシ所ノ大甕」
『東京人類學會雑誌』第５巻 第45號 1889年

北地区
北東端部 1897年 帝国大学

(東京帝国大学) 三内村字大石流の記載、現在の北地区北東端部。 『日本石器時代遺物発見地名表』第１版 1897年

北地区
北盛土北側
第365号竪穴建物
跡の部分

1953年

清水潤三・成田彦
栄・日本考古学協
会

成田彦栄、清水潤三(慶応義塾大学)による第１次発掘調査。円筒
上層式の土器、石器が多数出土。復元土器約50点、土偶６点が出
土した｡また、竪穴建物跡を発見した(現在の第365号竪穴建物跡)｡

｢青森県青森市三内遺跡」，
『日本考古学年報』６ 1953年

1955年 成田彦栄、清水潤三(慶応義塾大学)による第２次発掘調査。復元
可能土器約30点出土。出土土偶が１次調査出土品と接合した。

｢青森県青森市三内遺跡」，
『日本考古学年報』8 1955年

1956年
成田彦栄、清水潤三(慶応義塾大学)による第３次発掘調査。竪穴
建物跡を調査（現在の第365号竪穴建物跡）。復元土器20点、土偶
が出土した。

｢青森県青森市三内遺跡」，
『日本考古学年報』9 1956年

1958年
成田彦栄、清水潤三(慶応義塾大学)による第４次発掘調査。竪穴
建物跡を完掘。隅丸方形の住居の平面形が明らかになる。４次に
わたる調査で復元土器は、あわせて約150点となると報告した。

｢青森県青森市三内遺跡」，
『日本考古学年報』11 1958年

北地区
北端部斜面
(北の谷西側)

1956～
1957年

奈良松弘・青森県
立青森高等学校社
会研究部

高校生の調査で三内丸山遺跡にアサリなどの貝が少量混じる地点
があり、縄文時代中期の土器、石器、獣骨、クルミ、クリが発見さ
れたと記録。

｢三内貝塚」，『郷土室』青森高校社会研究
部 1958年

北地区
南盛土の北部 1967年 青森市

教育委員会 土器、石器、ヒスイ、土偶等が出土した。 三内丸山遺跡調査概報
(青森市の埋蔵文化財４） 1970年
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別表 三内丸山遺跡の開発対応発掘調査の履歴（主として1976（昭和51）年以降）
調査地区 調査年 調査主体 概要 報告書 報告年

全域 1992～
1995年

青森県
教育委員会

(県埋文センター)

(県文化財保護課)

1992～1995年の調査概要報告で、遺構・遺物・地点ごとに記述さ
れ、遺構変遷の概要を示した。本報告書は1997年の史跡指定の基
本資料となった。

三内丸山遺跡Ⅵ
-発掘調査概要報告-
（県第205集）

1996年

北地区

県総合運動公園
旧野球場建設予
定地

1992年
旧野球場建設予定地の３塁側スタンド地区と、第7･8鉄塔を併せ
て報告。土坑墓列や埋設土器、竪穴建物跡、掘立柱建物跡、粘土
採掘穴などが精査された。

三内丸山（2）遺跡Ⅱ
-県営運動公園拡張事業に係る埋蔵文化
財発掘調査報告書Ⅰ-
（県第157集）

1994年

1992～
1993年 1992～1993年の調査概要報告で、出土品をカラー写真で紹介。

三内丸山（2）遺跡Ⅲ
-県営運動公園拡張事業に係る埋蔵文化
財発掘調査概報Ⅰ-
（県第166集）

1994年

1992～
1994年

旧野球場建設予定地の検出遺構のうち縄文時代の竪穴建物跡（第
3～300号住居跡）の調査報告。

三内丸山遺跡Ⅹ
-旧野球場建設予定地発掘調査報告書２-
（県第250集）

1998年

旧野球場建設予定地の検出遺構のうち縄文時代の竪穴建物跡（第
301～422号住居跡）に関する調査報告。

三内丸山遺跡ⅩⅤ
-旧野球場建設予定地発掘調査報告書３-
（県第283集）

2000年

旧野球場建設予定地の検出遺構のうち縄文時代の竪穴建物跡（第
423～571号次住居跡）に関する調査報告。

三内丸山遺跡ⅩⅥ
-旧野球場建設予定地発掘調査報告書４-
（県第288集）

2001年

旧野球場建設予定地の検出遺構のうち縄文時代の埋設土器に関す
る調査報告。

三内丸山遺跡25
-旧野球場建設予定地発掘調査報告書５-
埋設土器編-（県第383集）

2004年

旧野球場建設予定地の検出遺構のうち縄文時代の土坑に関する調
査報告。あわせて埋設土器を報告。

三内丸山遺跡27
-旧野球場建設予定地発掘調査報告書６-
埋設土器・土坑編-（県第405集）

2005年

旧野球場建設予定地の検出遺構のうち縄文時代の掘立柱建物跡に
関する調査報告１。

三内丸山遺跡30
-旧野球場建設予定地発掘調査報告書７-
掘立柱建物跡編（1）-（県第423集）

2006年

旧野球場建設予定地の縄文時代の検出遺構のうち、掘立柱建物跡
に関する調査報告２。

三内丸山遺跡32
-旧野球場建設予定地発掘調査報告書８-
掘立柱建物跡編（2）-（県第444集）

2007年

旧野球場建設予定地の検出遺構のうち、縄文時代の掘立柱建物跡
に関する調査報告３と南盛土に関する調査報告１。大型掘立柱建
物跡を報告し、南盛土では幅50㎝の拡張トレンチ部分を層ごとに
詳細に報告。

三内丸山遺跡34
-旧野球場建設予定地発掘調査報告書９-
掘立柱建物跡編（3）・南盛土（1）-（県第
463集）

2008年

旧野球場建設予定地の検出遺構のうち南盛土に関する調査報告
２。南盛土の範囲、土層断面図、出土遺物等を掲載。土偶をはじ
めとする多数の土・石製品を報告。

三内丸山遺跡35
-旧野球場建設予定地発掘調査報告書10-
南盛土（2）-（県第478集）

2009年

旧野球場建設予定地の既報告の検出遺構・出土遺物の写真図版編。
三内丸山遺跡37
-旧野球場建設予定地発掘調査報告書11-
写真図版編-（県第509集）

2011年

旧野球場建設予定地の検出遺構のうち北盛土の範囲、層序、土器・
石器に関する調査報告。

三内丸山遺跡38
-旧野球場建設予定地発掘調査報告書12-
北盛土（1）-（県第519集）

2012年

旧野球場建設予定地の検出遺構のうち北盛土の土・石製品、骨角
器、土器・石器の補遺、写真に関する調査報告。

三内丸山遺跡40
-旧野球場建設予定地発掘調査報告書13-
北盛土（2）-（県第533集）

2013年

北地区北端

第６鉄塔地区
1992～
1993年

沖館川に面した斜面で層位ごとの一括資料が得られた。当初は斜
面地だった場所が遺物包含層の形成後の中期末には居住域となる
事を報告。

三内丸山遺跡Ⅷ
-第６鉄塔地区調査報告書１-
（県第230集）

1997年

報告層位は低湿な部分で多数の動植物遺存体が得られた。自然科
学分析により生活環境や生業の調査を実施。

三内丸山遺跡Ⅸ
-第６鉄塔地区調査報告書２-
（県第249集）

1998年

第6鉄塔地区の遺構外遺物に関する調査報告。
三内丸山遺跡ⅩⅦ
-第６鉄塔地区調査報告書３-
（県第289集）

2001年

北地区北端･東側

第７･８鉄塔地区
1992年 旧野球場建設予定地の３塁側スタンド地区を併せて報告。第7鉄

塔地区では貯蔵穴群を確認。
三内丸山（2）遺跡Ⅱ
-県営運動公園拡張事業に係る埋蔵文化
財発掘調査報告書Ⅰ-（県第157集）

1994年

北地区西側
県総合運動公園
旧テニスコート
建設予定地

1994年
1994年度の旧テニスコート建設予定地試掘調査区の西盛土の概要
を報告。あわせて第18・21・24次調査（遺跡西端部の道路跡と土
坑墓列、埋設土器、貯蔵穴群、掘立柱建物跡など）を報告。

三内丸山遺跡31
-第18・21・24次調査報告書-
（県第443集）

2007年

南地区
県総合運動公園
旧西駐車場

1976年 北側23基、南側33基、計56基の土坑墓が２列で並び、うち31基は
重複し時期差がある。８基は配石を伴うことを報告。

近野遺跡発掘調査報告書（Ⅲ）三内丸山
（Ⅱ）遺跡発掘調査報告書
-青森県総合運動公園建設関係発掘調査-
（県第33集）

1977年

南地区
県総合運動公園
旧サッカー場建
設予定地

1994年 南地区を幅４mのトレンチで広く調査し、中期中葉の竪穴住居や
環状配石墓を検出。

三内丸山（2）遺跡Ⅳ
-県総合運動公園拡張事業に係る試掘調
査報告書-（県第185集）

1995年

南地区西側
県総合運動公園
旧取付道路建設
予定地

1994年
旧野球場の取付道路の試掘調査で、「三内丸山遺跡Ⅵ」では遺物包
含層として報告。第14・17次調査の結果を受け、西盛土の南端と
して再定義した。

三内丸山遺跡24
-第13・14・17・20次調査報告書2-
（県第382集）

2004年

－27－



北～南地区
旧都市計画街路
建設予定地

1987年

青森市
教育委員会

Ｄ区の縄文時代中期後葉の住居跡を調査。第５・10次調査にあた
る地域で試掘調査。 三内丸山Ⅰ遺跡発掘調査報告書 1988年

1992年 旧都市計画道路建設予定地調査区の概要報告。 三内丸山（2）遺跡発掘調査概報
-（青森市第18集） 1993年

1993年
縄文時代中期後葉から末葉の竪穴住居跡などを複数精査。余市系
土器が住居跡から出土。低地部分で縄文時代前期の遺物包含層と
植物遺存体を検出、年代測定と古環境の分析実施。

小三内遺跡発掘調査報告書
-（青森市第22集） 1994年

1992～
1993年

Ａ・Ｄ・Ｅ区の本報告書（Ａ区は三内丸山(5)遺跡、Ｂ区は削平・
土盛区域）。Ｅ区で中期中葉を中心とした竪穴住居跡群・貯蔵穴
群を精査。南の谷の南東部分は湧水のため調査を中断、地下に遺
存していると考えられる。

三内丸山（2）･小三内遺跡発掘調査報告
書
-（青森市第23集）

1994年

1994年 Ｃ区の南西墓域の土坑墓等を精査。遺構は後に埋め戻された。 三内丸山（2）遺跡発掘調査報告書
-（青森市第28集） 1996年

北地区
県道里見丸山線
道路改築事業

2006年

青森県
教育委員会

(県埋文センター)

(県文化財保護課）

北地区東端部付近の道路改築事業に伴う試掘調査で、土坑を検出
したため、現状保存。土坑墓列の東端の可能性がある。

青森県遺跡詳細分布調査報告書19
（県第439集） 2007年

近野地区北側
県総合運動公園
建設事業
(森林プレイロット)

1977年
竪穴建物跡、掘立柱建物跡、土坑、遺物包含層などの遺構を検出。
竪穴住居跡の１棟は縄文時代中期中葉の推定長軸19.5mの大型住
居で、調査区は遺跡公園として保存。また、炭化材分析（クリ多
数）や花粉分析、年代測定を実施。

近野遺跡発掘調査報告書（Ⅳ）
-青森県総合運動公園建設関係発掘調査-
（県第47集）

1979年

近野地区南側
県総合運動公園
拡張整備事業

1994～
1995年

県総合運動公園拡張計画に伴い、運動公園内の遺構の分布・残存
状況を確認。

近野遺跡Ⅴ
-県総合運動公園拡張整備事業に係る遺
跡試掘調査報告-（県第216集）

1997年

近野地区南側
県立美術館建設
事業及び県道里
見丸山線道路改
築事業

2001～
2003年

竪穴建物跡、掘立柱建物跡、土坑、埋設土器などの遺構を検出。
特別史跡の追加指定範囲。

近野遺跡Ⅷ
-県立美術館及び県道里見丸山線建設事
業に伴う遺跡発掘調査報告-（県第394集）

2005年

谷で水場遺構を検出。沢から木組遺構に導水し、アク抜きを行っ
たと想定。周辺からはトチノキの種皮片が多量に出土。木組遺構
に使われた木材の年代測定では縄文時代中期中葉期を中心とした
時期。特別史跡の追加指定範囲。

近野遺跡Ⅸ
-県立美術館及び県道里見丸山線建設事
業に伴う遺跡発掘調査報告-（県第418集）

2006年

調査地区 調査年 調査主体 概要 報告書 報告年
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別表 三内丸山遺跡の保存目的発掘調査の履歴

調査地区 調査次
(調査年) 調査対象 概要 報告書 報告年

北地区
北西側

1次
(1995年)

6次
(1996年)

9次
(1997年)

15次
(1999年)

19次
(2000年)

25次
(2002年)

27次
(2004年)

29次
(2005年)

30次
(2006年)

北西側斜面の掘立
柱建物跡･焼失住
居･遺物包含層

第１次調査は、26 号掘立柱建物跡より西側の集落の範囲確認
調査。中期後半の竪穴建物・柱穴群、前期～中期の埋没谷を検出、
下層ｄ2～中期末葉の遺物包含層を確認。

第６次調査は低湿地（前･中期の遺物包含層）の調査。第１次調
査区の西側のトレンチを拡張し、縄文時代前期末葉～中期後葉の
最大厚3.6ｍの遺物包含層を確認。形成のピークは前期末（下層
ｄ2式）～中期前葉（上層ａ式）。この包含層は北の谷から第６次
調査区までの約270ｍに連続していると考えられる。またクリの
柱材の残存も確認。

第９次調査は、第６次調査で検出した木柱周辺の遺構調査。第
６次調査で出土した木柱の西隣で柱穴40基を検出。柱穴は40基中
35基が直径40㎝以上と大型。これらの掘立柱建物は円筒上層ｄ式
から最花式期の構築と考えられる。残っていた柱材はクリと判明。

第15次調査は北西斜面の遺物包含層の範囲確認調査。第９次調
査区西側を調査し、二次堆積ロームを主体とする縄文時代前期末
葉の遺物包含層と、縄文時代中期後半の遺物包含層を確認。

第19次調査は掘立柱建物跡の精査と第６・９次で確認した２本
の木柱の取り上げと高精度の年代測定を実施。

第25次調査は、第19次調査で取り上げた柱材と同一建物を構成
する柱穴の精査を目指したが、周辺の柱穴配置から建物跡につい
ては再検討。

第27次調査で調査区を拡張し、新たな木柱を確認、年代測定が
行われた。

第29次調査では、掘立柱建物跡と焼失竪穴住居の調査を行い、
竪穴建物は土屋根構造であったことを指摘。竪穴建物は遺跡最終
末の大木10式併行期。遺物包含層は前期末葉から中期末葉のもの
と結論づけた。

第30次調査は掘立柱建物跡の検出と、木柱の年代や樹種同定な
どの分析を目的に調査を実施。これまでの調査成果と合わせ段丘
崖の使用の変遷を把握。谷は、円筒下層ｄ1式期～上層ａ式期ま
で多量の土砂が堆積、円筒上層ｅ式期まで小規模な堆積が続き、
遺物包含層を形成。榎林式～最花式期までに埋められ、テラス状
地形を作出。その頃構築された掘立柱建物はクリを用いて数度、
建替えられたことにより、柱穴が多く検出されたものと理解され
た。

三内丸山遺跡Ⅴ
-第１次～４次調査報告書-
（県第204集）

1996年

三内丸山遺跡Ⅶ
-第５次～７次調査概要報告書-
（県第229集）

1997年

三内丸山遺跡ⅩⅠ
-第５次～７次調査報告書-（県第251集） 1998年

三内丸山遺跡ⅩⅡ
-第８次～10次調査概要報告書-
（県第252集）

1998年

三内丸山遺跡ⅩⅣ
-第14次～16次調査概要報告書-
（県第282集）

2000年

三内丸山遺跡Ⅹ
-第17次～19次調査概要報告書-
（県第309集）

2001年

三内丸山遺跡ⅩⅩ
-第８次・９次調査報告書-（県第338集） 2002年

三内丸山遺跡21
-第23次～25次調査概要報告書-
（県第361集）

2003年

三内丸山遺跡26
-第10次・11次・12次・15次・16次・22次
調査報告書-（県第404集）

2005年

三内丸山遺跡28
-第27次概要・第28次調査報告書-
（県第406集）

2005年

三内丸山遺跡29
-第19・25・27・29次調査報告書-
（県第422集）

2006年

三内丸山遺跡33
-第30次調査報告書-（県第462集） 2008年

北地区
西側

16次
（2001年）西盛土北側

第16次調査は、竪穴建物跡の年代確認を目的とし、平成６年の
旧テニスコート建設予定地試掘調査で確認した、縄文時代前期の
竪穴建物跡の調査。１棟を精査し、縄文時代前期末葉期と確認、
さらに中期の竪穴建物跡１棟と土坑1基を確認。

三内丸山遺跡ⅩⅣ
-第14次～16次調査概要報告書-
（県第282集）

2000年

三内丸山遺跡26
-第10次・11次・12次・15次・16次・22次
調査報告書-（県第404集）

2005年

18次
（2000年）

21次
（2001年）

24次
（2002年）西盛土西側

第18次調査は、遺跡南西側の段丘上の遺構の種類と分布状況の
把握を目的に調査。検出した縄文時代の竪穴建物跡３棟、土坑墓
13基、土坑17基、埋設土器3基、盛土遺構１基を確認。

第21次調査は、土坑墓列の北西方向への延長を調査。縄文時代
の土坑6３基、埋設土器４基、掘立柱建物跡１棟、道路跡１条を検
出。土坑墓は段丘の平坦面と斜面部の境目に列状に並ぶ。その南
西斜面には貯蔵穴が分布、土坑墓列の北東側には道路跡を確認。

第24次調査は、土坑墓列と別の墓域の存在の確認調査。第18次
調査区の東側と第21次調査区の北側に調査区を拡大。土坑９基、
埋設土器10基、竪穴建物跡７棟の縄文時代の遺構を確認。

三内丸山遺跡Ⅹ
-第17次～19次調査概要報告書-
（県第309集）

2001年

三内丸山遺跡ⅩⅨ
-第20次～22次調査概要報告書-
（県第337集）

2002年

三内丸山遺跡21
-第23次～25次調査概要報告書-
（県第361集）

2003年

三内丸山遺跡31
-第18・21・24次調査報告書-（県第443集） 2007年

37次
（2013年）
38次

（2014年）
39次

（2015年）

第37･38･39次調査は、西盛土西側の遺構確認調査。竪穴建物跡、
道路跡、環状配石墓、土坑墓等を確認。また西盛土西側の北半部
で、幅４ｍ、延長25mの直線状の溝状遺構を確認、帰属時期は前
期末葉。

三内丸山遺跡43
-第36・37・38･39次調査報告書-
（県第570集）

2016年

33次
（2009年）
34次

（2010年）
35次

（2011年）
36次

（2012年）

西盛土

第33・34・35次調査は西盛土の範囲確認。西盛土範囲が東西約
60ｍ、南北約100ｍと確認。形成年代は前期末葉～中期末葉。廃
棄地点は、丘陵頂部側から斜面下方に移行しており、盛土は南西
から北東方向へ拡大。また盛土範囲内に大量の埋設土器と焼土遺
構を確認、これらと盛土の関連を想定。

第36次調査は西盛土東側の範囲確認。西盛土の東端を確認し、
東西約100ｍ以上であると確認。西盛土東側には貯蔵穴、柱穴を
確認し、盛土以前のものである可能性が高い。

三内丸山遺跡39
-第33・34・35次地調査報告書-
（県第520集）

2012年

三内丸山遺跡43
-第36・37・38･39次調査報告書-
（県第570集）

2016年

北地区
北側

12次
（1998年）

北の谷の有機質遺
物包含層（捨て場）

第12次調査は、北の谷の有機質遺物の保存状態と遺構の確認調
査。湧水により有機質包含層の保存が良好であることを確認。

三内丸山遺跡ⅩⅢ
-第11次～13次調査概要報告書-
（県第265集）

1999年

三内丸山遺跡26
-第10次・11次・12次・15次・16次・22次
調査報告書-（県第404集）

2005年
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北地区
北東側

2次
（1995年）

28次
（2004年）

北東側の貯蔵穴

第２次調査は北東側の貯蔵穴の範囲確認調査。第７鉄塔に近い
西側に遺構が多いことを確認したが、出土遺物が少なく時期決定
まで至らなかった。

第28次調査は貯蔵穴・土坑の分布範囲と年代の確認調査。台地
北端部において、第７鉄塔・第2次調査で確認した貯蔵穴群が約70
ｍほどの間隔をおいて、２群に分かれ東に広がることを確認。貯
蔵穴は円筒上層a式頃のもの。

三内丸山遺跡Ⅴ
-第１次～４次調査報告書-（県第204集） 1996年

三内丸山遺跡28
-第27次概要・第28次調査報告書-
（県第406集）

2005年

北地区
東側

3次
（1995年）東側の貯蔵穴

第３次調査は貯蔵穴の範囲確認調査。土坑と掘立柱建物跡を検
出､縄文時代中期の貯蔵穴が台地縁辺に構築されていることを確認｡

三内丸山遺跡Ⅴ
-第１次～４次調査報告書-（県第204集） 1996年

4次
（1995年）
7次

（1996年）
8次

（1997年）

東側の土坑墓、
道路跡

第４次調査は土坑墓の範囲確認調査。土坑墓域が東に210ｍ伸
びることを確認。土坑墓の上部構造は確認できなかった。

第７次調査は土坑墓の範囲確認調査。土坑墓列が、台地東端で
は小谷へ向かって伸びることを確認。墓列の延長は355ｍ、さら
に東に向かうことを確認。土坑墓の可能性がある楕円形の土坑、
土坑墓に伴う配石、道路跡等を確認。土坑墓の中には、円筒上層
ｄ式期の埋設土器より新しいものがあることが判明。

第８次調査は土坑墓と道路跡の範囲確認調査。土坑墓列の総延
長は約420ｍであることを確認。土坑墓の中には配石やマウンド
が伴うものがあることが判明したほか、道路跡は前期末～中期初
頭の構築であることを示唆。

三内丸山遺跡Ⅶ
-第５次～７次調査概要報告書-
（県第229集）

1997年

三内丸山遺跡ⅩⅠ
-第５次～７次調査報告書-（県第251集） 1998年

三内丸山遺跡ⅩⅡ
-第８次～10次調査概要報告書-
（県第252集）

1998年

三内丸山遺跡ⅩⅩ
-第８次・９次調査報告書-（県第338集） 2002年

22次
（2001年）

東側の竪穴建物
跡、掘立柱建物跡

第22次調査は竪穴建物跡・粘土採掘坑の範囲確認。縄文時代中
期の竪穴建物跡と掘立柱建物跡が旧野球場地区から東に広がるこ
とを確認。竪穴建物跡は縄文時代中期中葉、掘立柱建物は中期中
後葉に帰属する可能性を示唆。粘土採掘坑は確認されなかった。

三内丸山遺跡ⅩⅨ
-第20次～22次調査概要報告書-
（県第337集）

2002年

三内丸山遺跡26
-第10次・11次・12次・15次・16次・22次
調査報告書-（県第404集）

2005年

南地区
中央、北側

5次
（1996年）
10次

（1997年）
11次

（1998年）

南地区の集落

第５次調査は三内丸山遺跡Ⅴで報告された南地区中央の範囲確
認調査。中期中葉以前の遺構が無く、集落が中期中葉段階で南地
区に拡大したことを明らかにした。

第10・11次調査は、南地区北側における集落範囲と変遷の確認
調査。中期中葉から後葉まで遺構が確認されるが、竪穴建物は円
筒上層e式期以降激減し、代わりに榎林・最花式期には土坑・竪穴
遺構が増えること、掘立柱建物跡や盛土は形成されないこと等を
明らかにした。

三内丸山遺跡Ⅶ
-第５次～７次調査概要報告書-
（県第229集）

1997年

三内丸山遺跡ⅩⅠ
-第５次～７次調査報告書-（県第251集） 1998年

三内丸山遺跡ⅩⅡ
-第８次～10次調査概要報告書-
（県第252集）

1998年

三内丸山遺跡ⅩⅢ
-第11次～13次調査概要報告書-
（県第265集）

1999年

三内丸山遺跡26
-第10次・11次・12次・15次・16次・22次
調査報告書-（県第404集）

2005年

北・南地区
南西側

13次
（1998年）

14次
（1999年）

17次
（2000年）

20次
（2001年）

23次
（2002年）

26次
（2003年）

31次
（2007年）

32次
（2008年）

南西側の墓域・道
路跡

第13次調査は南西側の墓域の範囲確認調査で、環状配石遺構が
列状の配置であることを初めて確認。

第14次調査は、第13次調査で確認された墓域の範囲確認調査で、
環状配石遺構が、環状配石と土坑墓が組み合わされた環状配石墓
であることを確認。土坑墓の１基には板壁が施されていたことも
確認。土坑墓と少数の埋設土器で長さ約180ｍの墓列を形成して
いたが、道路跡を挟んだ東側ではそれらは確認されなかった。時
期は最古で円筒上層ｂ式期、最新で中期末葉の大木10式併行期の
もの。道路跡は総延長約170ｍまで確認。

第17次調査は墓域の範囲と年代の確認調査で、墓域は西盛土の
縁辺まで確認。また西盛土直下で直径約45cmの柱穴を確認、直
系約１mの日時計型の配石は埋葬施設ではないことが判明。

第20次調査も墓域と道路跡の範囲及び年代の確認調査で、道路
跡は墓列と並行しながら、約220ｍにわたることが明らかとなり、
更に南東方向に道路と墓域が伸びることを示唆。

第23次調査は、第20次調査区隣接地での墓域と道路跡の範囲確
認を行い、道路跡の両側に環状配石墓が並ぶことが判明、墓列と
道路跡の総延長は約260ｍとなった。

第26次調査区は、南東側での墓域と道路跡の範囲確認調査で、
環状配石墓の南限を把握した。墓列は約310ｍに渡って伸び、環
状配石墓の総数は22基となった。墓列に沿った道路跡は総延長約
370ｍとなることを確認。特別史跡指定地外へ向かって延びると
されたが、後の近野遺跡の調査で、特別史跡範囲内で収まること
を確認。

第31･32次調査は、環状配石墓の礫の配列状況が良好なものを
選び、礫の石質鑑定、使用痕の確認、土坑墓の半裁による精査を
実施。第25・31・38・39号環状配石墓は埋葬部底面に壁溝が見ら
れず、北側の環状配石墓とは特徴が異なる。環状配石墓の構成礫
は、大部分が安山岩と判明。

三内丸山遺跡ⅩⅢ
-第11次～13次調査概要報告書-
（県第265集）

1999年

三内丸山遺跡ⅩⅣ
-第14次～16次調査概要報告書-
（県第282集）

2000年

三内丸山遺跡Ⅹ
-第17次～19次調査概要報告書-
（県第309集）

2001年

三内丸山遺跡ⅩⅨ
-第20次～22次調査概要報告書-
（県第337集）

2002年

三内丸山遺跡21
-第23次～25次調査概要報告書-
（県第361集）

2003年

三内丸山遺跡22
-第13次・14次・17次・20次調査報告書1-
（県第362集）

2003年

三内丸山遺跡23
-第23・26次調査報告書-（県第381集） 2004年

三内丸山遺跡24
-第13・14・17・20次調査報告書2-
（県第382集）

2004年

三内丸山遺跡36
-第31・32次調査報告書-（県第494集） 2010年

損傷事故
調査

（2002年）
南西の墓域 南西の墓域での遺構損傷事故を受けた、遺構の遺存状況の確認調

査。環状配石墓３基で原位置を失った構成礫を把握。
特別史跡三内丸山遺跡一部損傷事故に係
る発掘調査報告書（県第363集） 2003年

調査地区 調査次
(調査年) 調査対象 概要 報告書 報告年
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